



The Polite Negative Predicate Verb Forms in Japanese, “masen” “naidesu” 


























































































(3) 先行研究の問題点  
 以上、丁寧体否定形式とポライトネス理論の先行研究を見てきたが、先行研究では、「ないで
す」の使用状況、使用場面での改まり度への言及はあるものの“否定”に対する差異や具体的









  （１）もう昼ごはん食べた？ 



































(2)  会話の相手別、動詞の丁寧体否定形式の選択状況 
調査 1 の会話の相手別に「ない」「ません」、「ないです」のどれが選択されたのかを表‐1 で
見てみよう。 
 
   表-１：会話の相手別の「ない」「ません」、「ないです」の選択結果３) 
 「ない」 「ません」 「ないです」 無回
答者
計 
(人数) 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
先生 1 1.4 29 41.4 40 57.1 0 70 
先輩 4 5.7  9 12.9 57 81.4 0 70 
知らない人 0 0.0 23 32.9 47 67.1 0 70 
友達 62 100.0   0 0.0   0 0.0 8 70 



































































人数 1 19 8 0 0 2 1 4 2
％ 3.4 65.5 27.6 0.0 0.0 6.9 3.4 13.8 6.9
人数 0 5 0 1 0 0 0 0 3
％ 0.0 55.6 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3
人数 0 8 5 0 1 0 0 7 4
％ 0.0 34.8 21.7 0.0 4.3 0.0 0.0 30.4 17.4
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人数 1 22 11 0 0 3 0 1 4
％ 3.2 71.0 35.5 0.0 0.0 9.7 0.0 3.2 12.9
人数 2 54 24 1 1 5 1 12 13





































































人数 0 20 5 2 8 2 6 4 11
％ 0.0 50.0 12.5 5.0 20.0 5.0 15.0 10.0 27.5
人数 0 24 7 6 15 2 18 0 8
％ 0.0 42.1 12.3 10.5 26.3 3.5 31.6 0.0 14.0
人数 0 16 8 1 11 4 0 11 14
％ 0.0 34.0 17.0 2.1 23.4 8.5 0.0 23.4 29.8
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人数 0 15 6 1 10 1 4 4 5
％ 0.0 48.4 19.4 3.2 32.3 3.2 12.9 12.9 16.1
人数 0 75 26 10 44 9 28 19 38





































     ・会話の相手（先生Ａ）： 
「先生は 60代男性です。学内外で高い地位にあり、外見にも威厳がありま 
す。先生がいると背筋が伸びるような感じがします。」 
  場面：①先生に疑いをかけられた場面でそれを否定する 
…自己主張場面(先生Ａ①）-（１） 
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     ②飲み会での雑談場面…飲み会場面(先生Ａ②）-（２） 
 




  場面：①先生に疑いをかけられた場面でそれを否定する 
…自己主張場面（先生Ｂ①）-（３） 
     ②飲み会での雑談場面…飲み会場面(先生Ｂ②）-（４） 
 
  ・会話の相手（知らない人①）： 





     ・会話の相手（知らない人②）： 
       あなたは友達の家に行く途中です。そこで 40代後半ぐらいのスーツを着た知ら
ない男性に話しかけられました。…道聞き場面 -（６） 
 
  ・会話の相手（知らない人③）： 







◆ 会話の中での動詞否定表現形式に対する使用意識と 2形式の相違点(記述式） 
 





 表-４：「ません」と「ないです」 会話の相手別・場面別使用状況 
 
 
「ません」 「ないです」 計 
（人数） 
人数 ％ 人数 ％ 
(1)先生 A① (自己主張をする場面) 28 84.8 5 15.2 33 
(2)先生 A② (飲み会場面) 5 15.2 28 84.8 33 
(3)先生 B① (自己主張をする場面) 26 78.8 7 21.2 33 
(4)先生 B② (飲み会場面) 5 15.2 28 84.8 33 
(5)知らない人 （パーティー） 19 57.6 14 42.4 33 
(6)知らない人 （道聞き） 8 24.2 25 75.8 33 




















































2)  飲み会場面における選択形式に対する意識 
飲み会場面では、「ません」に対する意識も、強い主張や否定というものはなく、基本的に「ま
せん」を規範的としている人が「ません」を選択したようである。先生 B の飲み会場面では 5
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